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関西生コン弾圧事件ニュース NO.50 2021年１月11日

＜本号２ページ＞

●本号の内容 １ 今年初めの公判などの日程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ１

２ 書評『武語る・大資本はなぜ私たちを恐れるのか』

鎌田慧さん（「新社会」連載コラム）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２

佐高信さん（「日刊ゲンダイ」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ２

旧年中は大変お世話になりました。遅ればせながら新年のご挨拶を申し上げます。

今年初めの主な日程をお知らせします。

４月には、昨年につづき「検証シンポジウム・関西生コン事件 第２弾」を東京と大阪で開催

する予定です。（ただ、コロナ第三波の感染爆発の現状からみて延期の可能性もありますが。）

●刑事裁判

＜大阪地裁＞ ・大阪ストライキ１次事件････１月 27日論告、２月 12日弁論 12日

・大阪ストライキ２次事件････２月中旬、控訴趣意書提出予定

・武委員長事件（大阪ストライキ２次/フジタ/タイヨーの３事件併合）

････１月 19日被告人質問

＜京都地裁＞ ・加茂生コン第１事件････････３～４月控訴趣意書提出予定

・加茂第２・近畿生コン・ベストライナー併合事件････春頃から公判見込み

＜大津地裁＞ ・コンプライアンス事件第１グループ（現場組）････３月８日弁護側冒頭陳述

・同第２グループ（ビラまき）･･･期日間整理

＜和歌山地裁＞・和歌山広域協組事件････････４月 22日第 2回公判

●労働委員会事件

・大阪広域協組主導の不当労働行為事件で申立 16件。10件で救済命令、２件で棄却決定。

現在、中労委再審査事件８件。→大阪広域協組の顧問弁護団トップ（元大阪地検刑事部長）

らが中労委事件にのりだし、刑事弾圧事件の詳細な一覧をもとに「関生支部は反社会的色彩の

強い集団」「違法な業務妨害行為、強要行為を繰り返してきた特異な集団」と決めつけ、日々

雇用労働者の労働者供給契約に関する労働協約などは「違法行為により実現された利益であり

法的保護に値しない」などとする論理で、初審が認定した不当労働行為を否定。中労委に揺さ

ぶりをかけている。（これについては追って報告）

●その他解雇事件など多数の民事裁判

追って報告

検証シンポジウム第２弾「関西生コン事件を考える」
４月17日（土）13:00～17:00 東京・連合会館 大会議室

４月18日（日）13:00～17:00 大阪・ＰＬＰ会館

テーマ、パネリストなどの詳細は追ってご連絡します。

発行：全日建（全日本建設運輸連帯労働組合） お問い合わせ０３－５８２０－０８６８
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